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恵 迪 寮 同 窓 会 

札幌市豊平区平岸1条１丁目9-6 （株）ラルズ内 

TEL 011-815-6377 

 

＜北海道支部＞ 

    札幌市豊平区平岸1条1丁目9-6 （株）ラルズ内 

TEL 011-815-6377 

 

＜東日本支部＞ 

 東京都練馬区貫井4丁目47-47 関口光雄気付 

TEL 03-3926-0080 

 

＜西日本支部＞ 

大阪市北区梅田1丁目2-2-200 

大阪駅前第2ビル 2F 北大会館内 

TEL 06-6343-3736 



議 事 次 第 

１．開会の辞 ： 代表幹事 白浜 憲一君 

２．会長代行挨拶：副会長（会長代行） 高井 宗宏君 

３．議長選出 ： 規約 11条により、副会長（会長代行）が議長に就任 

４．第１号議案 ：第 11期第1年次事業・決算報告 

５．第２号議案 ：恵迪百年記念事業・決算報告 

６．第３号議案 ：支部交付金の配分 

７．第４号議案 ：第 11期第2年次事業計画と予算案 

８．第５号議案 ：平成20年度「大寮歌祭」（西日本支部主管） 

９．第６号議案 ：恵迪寮同窓会3支部の平成19年度活動報告及び 

平成 20年度活動計画 

10．第7号議案： 北大連合同窓会加盟について   

11．閉会の辞 ： 副会長 厚谷 純吉君 

＜恵迪寮同窓会役員（平成 20年 4月現在）確認及び補充＞ 

 ○名誉会長  繁富一雄（S6、元会長）、中瀬篤信（S26、前会長）  ○顧 問 別掲参照 

 ○会 長   横山清  （S31）～平成19年９月22日総会選出 

 ○副会長   高井宗宏（S31、会長代行）、厚谷純吉（S30、北海道支部相談役）、 

山中義正（S32、東日本支部長） 

 ○会計監査  大西 敝 （S30）、小笠原孝之（S31）～平成19年９月22日総会選出 

 ○本部理事  

【北海道支部】 山崎克彦（S32）、和孝雄（S32）、魚山和春（S39）、千川浩治（S40）、 

山田浄二（S41） 【東日本支部】 関口光雄（S39）、坂倉雅夫（S44）、佐藤文雄（S47）、 

荒木隆夫（S49）、竹下忠彦（S53） 【西日本支部】 窪田開拓（S32）、間中俊夫（S33）、 

伊藤靖久（S38）、入江和彦（S41）、岩井隆郎（S51） 

 ○代表幹事  白浜憲一（S40）～平成19年９月22日総会選出 

 ○副代表幹事 新井三郎（S32、事業）、氏平増之（S38、名簿）、皆川吉郎（S43、会計） 

 ○常任幹事  高橋陽一（S30、現寮担当）、大隈昭二（S40、「恵迪」編集長） 

 ○幹 事   八重樫幸一（S41）、木村正博（S41）、谷口哲也（S48）、今村康弘（H5） 

 ○事務局   佐藤静子（ラルズ）、渕上玲子（H8）      ※ 名  前は出席者 

 ●本部理事補充者（3名）：規約第7条 理事は会長が指名する。 

・北海道支部推薦～山田浄二（S41、道北・旭川恵迪会代表）、魚山和春（S39、日高・苫小 

         牧恵迪会幹事長） 

・東日本支部推薦～佐藤文雄（S47、支部副幹事長） 

●顧問推薦者（3名）：規約第14条 顧問及び名誉会員は、会長が推薦し、理事会において承認する。 

・北海道支部～伊東孝（S30）今期まで理事、河村征治（S32）前期副代表幹事 

・東日本支部～石川舜（S32）１６年余りにわたり幾多の寮歌祭を開催成功させ、支部運営と役員の発掘 

に努め、後進の指導にもその力を発揮し支部発展に多大なる功績を残しました。 



＜第１号議案＞ 第 11期第 1年次事業・決算報告 

１．第11期第 1年次事業報告 

 ① 会議の開催 

ⅰ 第１１期総会： 平成 19年９月22日（土）北大クラーク会館大集会室 

   ○第 10期監査報告及び事業報告・決算の承認 

   ○役員選出～会長 横山清、代表幹事 白浜憲一、会計監査 大西敝・小笠原孝之 

  ⅱ 第 11期第1年次理事会： 平成 19年 4月 28日（土）ｾﾝﾁｭﾘｰロイヤルホテル 

 ○第 10期第3年次事業・決算報告 

  ○支部交付金 

○第 11期総括事業計画及び第1年次事業計画と予算案 

  ○恵迪百年記念事業及び記念行事 

○第 11期総会審議事項 

 ⅲ 恵迪百年記念祭実行委員会（第２号議案） 

 ⅳ 本部役員会（11/16、2/2、3/29） 

② 恵迪「百年記念号」（「恵迪」第7号）発行 

 ⅰ 11月末発行、160頁、3,000部（恵迪百年記念事業協賛者への無料配布を含む） 

 ⅱ 恵迪百年記念特集、青春の百年（32名投稿） 

 ③ 恵迪寮同窓会ホームページリニューアル完成 

  ⅰ これまでのホームページの掲載内容・デザインを一新し、同窓会員のみならず多くの方々 

が楽しめるものとする。 

  ⅱ ホームページ全体のデザインを統一、ホームページ利用者を増やす仕組み作り、同窓会 

グッズのネット販売、「事務局のお知らせ」・「談話室」のブログ化、専用のドメイン名を使 

用 

  ⅲ 新ホームページのURL http://www.keiteki-ob.jp 

    ⅳ 平成 20年２月11日新ホームページ移行 

  ⅴ サーバ・ドメイン使用料最大で20,000円 

 ④ 現寮支援・交流の活性化 

  ⅰ 「恵迪百年記念祭」への参加と協力（6/30寮生集会、凡そ100名の寮生が参加） 

  ⅱ 現恵迪寮生＆OB・OG交流会（恵迪百年記念祭当日、凡そ70名参加） 

  ⅲ 第 99回恵迪寮祭「寮歌祭」参加 

 ⑤ 全国 3支部の活動（第6号議案） 

 

２．第 11期第 1年次決算報告と監査報告 

 ① 平成 19年度決算について 

   ⇒「会計報告書」 

 ② 平成 19年度決算監査報告について  

 



＜第２号議案＞ 恵迪百年記念事業・決算報告 

１．恵迪百年記念事業 

① 歌碑「都ぞ弥生」改修 

  山崎克彦君の献身的な調査・設計・大学施設部交渉により、耐候性に優れた安山岩台座と 

合金版銘版の歌碑完成。９月15日工事完成。 

 ② 北大恵迪寮歌CD「都ぞ弥生」制作 

   CD制作委員会による選曲作業、北大合唱団OB30余名の6回の合同練習により、寮歌 

31曲と水産放浪歌・永遠の幸の33曲収録。1個、2,000円で販売決定。タイトルは中瀬 

名誉会長の揮毫。 

 3 月 8日（木） CD制作委員会結成（委員長 新井三郎） 

  5 月 12・13日（土・日） CD「都ぞ弥生」録音収録（エルムホール） 

6月 23日（土） CDサンプル完成試聴会（パーティハウス） 

8月 30日（木） フリーウエイよりCD2枚組み3,000個納品 

 ③ ポストカード「都ぞ弥生」制作 

 伊藤太郎画伯の挿画で北大出版会に制作発注。タイトルは横山会長の揮毫。 

   6 月 27日（水） ポストカード打ち合わせ（北大出版会） 

   ９月 10日（金） 北大出版会より、ポストカード8枚組3,000枚納品 

④ 恵迪百年記念オルゴール制作 

北海道大学広報課に7月1日制作依頼。8月30日、100台納品。 

⑤ 「恵迪」百年記念号刊行 

  平岡義博部会長を中心として、恵迪百年記念特集、青春の百年（32名投稿）など160頁

編集。6月1日、リハビリーセンターに発注。 

9月 29日（土） 「恵迪」百年記念号編集会議（ラルズ本社）  

11月 9日（金） 「恵迪」百年記念号編集会議（ラルズ本社） 

11月 29日（木）3,000部（恵迪百年記念事業協賛者への無料配布を含む）納品 

⑥ 恵迪寮同窓会管理文化財展示寄贈   

交渉継続中 

⑦ 恵迪百年記念祭DVD制作 

  ラルズの佐藤文夫さんの孤軍奮闘で、12月末、300枚完成。1枚、1,000円。 

２．恵迪百年記念祭 

  記念祭参加者  

同窓会会員 延べ 400名、恵迪寮生・大学院生  延べ 100名 

   北大関係・一般市民 凡そ 300名 

 ①「恵迪寮100周年記念協賛黒百合植花祭」 

9月 21日、「北海道開拓の村」 初代恵迪寮舎前（井口、高井、厚谷参加） 

 ② 歌碑「都ぞ弥生」改修除幕及び寄贈式 

   佐伯北大総長、横山芳介氏ご息女、赤木顕次氏ご息女の列席をえて、北大応援団、北大応 

援吹奏団、恵迪寮OB、現恵迪寮生など凡そ300名が集う。 



 ③ 恵迪寮同窓会第11期総会 

   クラーク会館大集会室で、250名の恵迪寮同窓会員参加で開催。会長・代表幹事・会計監 

査 2名選出。 

 ④ 恵迪百年記念式典 

   クラーク会館大講堂に会場を移し、新しい恵迪寮同窓会時代の象徴である渕上玲子君司会 

により、凡そ300名の同窓会員で厳かに記念式典を開催。 

 ⑤ 恵迪百年記念講演（兼開識社） 

   藤田正一君による「新渡戸稲造を育てた札幌農学校」。恵迪寮同窓会員と一般参加者を含め 

凡そ 400名の聴衆が講堂を埋め尽くし深い感動を与える。 

 ⑥ 一万人で歌う「都ぞ弥生」 

   第一部は中央ローンに集まった凡そ800名による「都ぞ弥生」の壮大な大合唱。第二部 

は、クラーク会館大講堂で北大交響楽団による「新世界より」の荘厳なシンフォニー、450 

名。並行して、農学部前ローンで「現恵迪寮生＆OB/OG交流会」、70名。 

 ⑦ 恵迪百年記念「大寮歌祭」（北海道支部主管） 

   京王プラザホテルに300名を超える参加者。午前中からの強行スケジュールにも拘らず、 

3時間に及ぶ大宴会。 

 ⑧ 恵迪百年記念祭関連の実行委員会など 

  5 月 11日（金） 第 5回実行委員会（北農健保会館）   

  6 月 ２日（土） 第 6回実行委員会（ラルズプラザ）   

  6 月 30日（土） 現寮生集会（恵迪寮） 

  7 月 31日（火） NHK「新日本紀行ふたたび」収録（藤田、新井、白浜出演） 

  8 月 ３日（金） 記者会見（中瀬、横山、高井、厚谷、白浜 エルムの森） 

  8 月 10日（金） 第 7回実行委員会（北農健保会館） 

  8 月 17日（金） 第 8回実行委員会（北農健保会館） 

  9 月 8 日（土） 第 9回実行委員会（北農健保会館） 

  9 月 13日（木） 報道関係各社プレリリース 

  9 月 15日（土） 会場下見＆第10回実行委員会（北大構内＆クラーク会館） 

  9 月 22日（土） 第 11回実行委員会（結団式、クラーク会館大集会室）   

10 月 13日（土） 第 12回実行委員会＆慰労会（ホテル札幌弥生） 

11月 13日（火） 北海道新聞取材（新井、白浜 北海道新聞社） 

11月 29日（木） 協賛企業・事業協力者・北大関係へ会誌とCDの送付（ラルズ） 

12月 22日（土） 恵迪百年記念祭DVD発送（ラルズ本社） 

 

３．恵迪百年記念事業及び記念行事収支決算 

 ① 概要 個人拠出金 1,003名 10,519千円 広告収入 46社 2,390千円 

      支出計 13,173千円  差し引き 1,495千円の黒字⇒本部会計繰り入れ 

 ② 詳細  ⇒「会計報告書」



＜第３号議案＞ 支部交付金の配分 

 

人　数 金　額 人　数 金　額 人　数 金　額

71 213,000 71 213,000

92 303,000 92 303,000

21 63,000 21 63,000 特例措置

0 0

184 579,000 0 0 184 579,000

そ の 他

計 359,000

北 海 道 107,000

東 日 本 152,000

西 日 本 100,000

＜ 平 成 20 年 度 支 部 交 付 金 ＞

支 部 名

平 成 １ ９ 年 度 会 費 の 納 入 内 訳 平 成 ２ ０ 年 度

備 考年　度　会　費 終　身　会　費 計 支 部 交 付 金

50%

 



＜第４号議案＞ 第 11期第 2年次事業計画と予算案 

１．第11期第 2年次事業計画（平成20年 4月 1日～平成21年 3月 31日） 

 ① 第 11期第2年次理事会開催：平成20年 4月 26日（土）、札幌パークホテル 

 ② 役員会開催：随時 

 ③ 各担当部会開催：随時 

 ④ 「○○都・府・県恵迪会」又は「○○ブロック恵迪会」の結成 

ⅰ 恵迪寮同窓会創立30周年（2013年）までに、東日本・西日本支部の全国の都府県又 

はブロックに「恵迪会」を立ち上げる。 

ⅱ そのための組織強化費として、特別予算を組む。 

 ⑤ 恵迪寮同窓会創立25周年記念行事 

  ⅰ 西日本支部主管の「平成20年度大寮歌祭」において挙行する。 

ⅱ 特別功労者の表彰・・恵迪寮同窓会創立に功績があった方々（佐山峻（S25）、石上勇 

（S25）、中瀬篤信（S26）、井口光雄（S28）、岡部賢二（S29）、篠原猛（S29）・・） 

に表彰状と記念品を贈呈する。 

  ⅲ 恵迪寮同窓会25年の沿革史をまとめる・・・高井副会長担当 

 ⑥ 会誌「恵迪」第８号刊行：6月発行予定、120頁、2,000部 

  ⅰ 「恵迪」部会・・・部会長 大隈昭二常任幹事（S40） 

             部員 高井宗宏（S31）、厚谷純吉（S30）、谷口哲也（S48） 

             顧問 平岡義博前「恵迪」部会長（S33） 

  ⅱ 進捗状況・・・発注先アイワード（95万円）、投稿原稿30本余り、4/25原稿最終渡 

し、広告掲載原稿の未入稿（企業協賛、役員名刺広告）            

  ⅲ 発送までのスケジュール・・・連休明けから初校～3校まで、編集構成手直し作業、発 

           送名簿作成→6月中・下旬発送予定 

 ⑦ 「同窓名簿」クリーニング及び改訂 

  ⅰ 名簿部会・・・部会長 氏平増之副代表幹事（S38） 

           部員  内藤春彦（S40）、瀧波憲二（S61）、都野建二郎（H5） 

           年次部員～北海道支部会員を中心として、東・西日本支部会員に依頼。 

同窓会若手幹事の組織化を図る一方策とする。 

           顧問  高野豊前広報部会長（S32） 

  ⅱ 名簿クリーニング・・「恵迪」第８号返送分、都道府県別ファイル作成（マップ仕様）、 

             若年層の住所不明者を減らす。 

ⅲ 平成 21年程度を目指し「同窓名簿」を改訂する。 

 ⑧ 記念グッズ販売 

  ⅰ 会員増強による年会費・組織運営費の増大を基本としつつ、恵迪百年記念グッズ（CD「都 

ぞ弥生」・ポストカード、記念オルゴール）の販売を組織的に展開し、同窓会財政基盤の強 

化・健全化を図る。 

  ⅱ 事業担当・・・責任者 新井三郎副代表幹事（S32） 

           部員 西雪弘光北海道支部常任幹事（S40）、東日本支部、西日本支部 



  ⅲ 販売ルート 

   ・北大エルムプロジェクト～掛け率70％、買取り方式、販売所は、生協会館店と構内エ 

ルムの森ショップ 

   ・北海道、東日本、西日本支部～掛け率60％、売り上げ分清算方式、支部財政強化 

   ・恵迪寮同窓会本部～TEL＆FAX、E-mail 

  ⅳ 3 支部の販売状況 

   ＜北海道支部＞・「寮歌歌始めの会」（1月26日、CD  枚、PC  枚） 

・北大卒業式（３月25日、北大体育館前、CD20枚、PC40枚） 

・北大入学式（4月8日、札幌ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ、CD20枚、PC40枚） 

＜東日本支部＞・恵迪寮百年記念寮歌祭（10月 27日、CD  枚、PC  枚、） 

＜西日本支部＞・奈良寮歌祭（９月30日、CD17枚、PC6枚、）    

  ⅴ これまでの売り上げ・・・総額で1,540千円（オルゴールを除く） 

   ・ｴﾙﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ扱い  CD 410枚、574千円 ポストカード 250枚、87千円 

   ・3支部扱い    CD 130枚、    円 ポストカード 120枚、    円 

・同窓会本部扱い  CD     枚、    円 （会長買取り 80枚など） 

ポストカード   枚、    円（幸さん葬儀 400枚など） 

 ⑨ 同窓会ホームページの充実 

  ⅰ 広報部会・・・部会長 白浜憲一代表幹事 

           部員  今村康弘 

  ⅱ 「談話室」の活性化など、より多くの訪問者が楽しめる工夫 

ⅲ 情報の更新性を高め、会員増強のツールとして有効に活用する 

ⅳ ネット販売、カード決済 

ⅴ  同窓会ホームページの存在の周知 

⑩ 恵迪寮同窓会文化財展示寄贈 

  高井副会長を中心に北大と粘り強く交渉する。 

⑪ 現恵迪寮生支援・交流の活性化 

 ⅰ 現寮部会・・・部会長 高橋陽一常任幹事（S30） 

          部員  木村正博（S41） 

 ⅱ 北海道支部との連携により、「観桜会」（5/6）、「第100回恵迪寮祭」において支援・ 

交流を図る。特に第100回「恵迪寮祭」は、現恵迪寮と連絡を取り同窓会として何が出 

来るかを明確にする。また、北海道支部主催の「開識社」に恵迪寮生の参加を促進する。 

 

2．第１１期第2年次予算案 

①  第 11期第2年次予算案 

⇒「会計報告書」 

② 会費の徴収方法について、金融機関の「口座振替」導入を検討する 

③ 終身会員からの「運営支援金」徴収強化について 



＜第５号議案＞ 平成 20年度「大寮歌祭」（西日本支部主管） 

悠久の古都・京都に参集！ 

 同窓会の皆さん、ご健勝でご活躍のこととお慶び申し上げます。 

また熱い季節が巡ってまいりました。 

昨年札幌の地は、恵迪百年記念祭で大いに盛り上がりました。 

横山・赤木ご両家のゆかりの方々をお迎えしての歌碑「都ぞ弥生」の改修除幕及び寄贈式、恵迪

百年記念式典及び記念講演、北大中央ローンを埋め尽くさんばかりの一万人で歌う「都ぞ弥生」、

締めくくりは立錐の余地が無いほど会場の京王プラザホテル・プラザホールを埋め尽くしての「大

寮歌祭」と、近年まれに見る北大生、一般市民をも巻き込んだ大興奮の恵迪寮同窓会でありまし

た。 

 さて本年９月 27 日初秋、西日本支部は、悠久の古都・京都の地に同窓会の皆さんをお迎えし、
『恵迪精神』の再現をはかる所存であり、ここに早々と大会アピールを宣言するものでありま

す。         
その１  恵迪百年記念祭を今後に繋がるものとして語りつごう       
その 2  社会に目を向け今こそ開識社を推し進めよう         
その 3  恵迪寮同窓会名簿を整備しよう        
その４  年代ごとに名簿整理と連絡を担う地域幹事を指名しよう         
その５  故辻山先輩の提言を引継ぎ、地域ごとの交流を推し進めよう   

 

2008年３月 

恵迪寮同窓会西日本支部長代行 窪田 開拓  
 

【ご 案 内】 

 

 日 時： 2008年 9月 27日（土）  １３：３０～１９：００    
場 所： 京都第２タワ－ホテル        ＪＲ京都駅前東 
 Tel：075－361－3261  Fax：075－351－6281  

＜大会 式次第＞  

   第一部 開識社 13：30～15：30   会場：霊山歴史館（現地集合）    
受付： 15：00～16：30 

会場：京都第２タワーホテル １Ｆロビー  

第二部 西日本支部総会     16：30～17：00 

会場：京都第２タワーホテル １Ｆレストラン    
第三部 大寮歌祭及び懇親会 17：05～19：00         

会場：京都第２タワーホテル １Ｆレストラン   
番外編 懇親会二次会（希望者のみ）   会場：祇園 中村楼  

＜会費＞  本人  7,000円  女性及び中学生 3,500円  小学生以下無料 

＜お問い合わせ先＞ 西日本支部幹事長   伊藤 靖久（携帯：090-3613-3641）



＜第６号議案＞ 恵迪寮同窓会3支部の平成 19年度活動報告 

及び平成 20年度各支部の活動計画 

１．東日本支部 

  ① 平成 19年度活動報告 

  ⅰ 「恵迪寮命名百年記念事業」への参画 

＜醵金者・協賛広告賛同者獲得等のために＞ 

・支部管轄の各地に同事業を告知し、又賛同者を得るためにポスター・チラシを青森県 

～静岡県のサポーターに送付した。 

・その効果と本部役員の強力な支援もあり、支部目標の金額を達成できた。（協賛広告金 

 50万円） 

＜式典前・前日・当日・その後の支部としてのフォロー状況＞ 

    ・式典参加役員を中心とした結団式を「北大東京同窓会事務所」にて催行した。・・・ 

cf.事務局便り 

    ・先発役員による前日の準備支援（袋詰め、荷出等） 

    ・当日の会場での支援（案内・寮歌祭会場受付等） 

・「恵迪」記念号等の支部関係者等へのアフター等・・・ 

cf.「恵迪」8号支部ニュース 

・解散式の催行 

  ⅱ 平成１９年１０月２７日(土)東京都品川区・東京海洋大学楽水会館にて「恵迪寮命名百 

年を祝う大寮歌祭」を開催した。東京海洋大学の高井学長にご出席いただき、東京商船大 

学など他校のＯＢの方々も含め８０人近い参加者があり、当日は北海道新聞社より取材を 

受け、翌２８日の同紙に写真入で当日の模様が報道された。 

  ⅲ 平成２０年２月２日(土)千葉市・京成ホテルにて開催の千葉県エルム会に山中支部長、 

坂倉幹事長が出席し、地元船橋市で今年１０月４日(土)に東日本支部主催の寮歌祭が開催 

されるに当り、ご支援ご協力を要請した。 

 

 ② 平成 20年度活動計画 

  ⅰ 今年度寮歌祭の開催 

    当支部は３年に１度の持ち回りの寮歌祭のほかに、支部独自で毎年寮歌祭を開催してい 

る。今年度は１０月４日(土)船橋市・船橋グランドホテルにて開催を予定している。 

    尚、３１・３２年恵迪寮入寮者の合同同期会が同月３日(金)に同船橋グランドホテルで 

開催される予定につき、同参加者の多くが翌４日(土)開催の寮歌祭に参加されるよう呼び 

かけを行う。 

  ⅱ 幹事会の開催 

    およそ２ヶ月に１回のペースで開催を予定（平成20年５、７、９、10、12月、同 

21年２、４月の各月を予定）。 

  ⅲ 来年度(２１年度)は東日本支部が担当の持ち回り「大寮歌祭」の準備。 



  ⅳ 恵迪寮同窓会会員の増強対策の検討と実行。 

 

③ 財政状況 

   現在のところ健全財政にて推移しているが、今後の会員増強対策の実行に当っては相応の 

費用が必要と思われるので、収入に見合った対策の実行に当りたい。 

 

 

２．西日本支部 

 ① 平成 19年度活動報告 

  ⅰ 役員会 

4月 28日（土） 恵迪寮同窓会理事会出席（間中、伊藤、岩井） 

5月 5日（土） 役員会 

５月 23日（水） 役員会 ⅰ.西日本支部第14期報告及び第15期計画 ⅱ.本部理事会

出席の報告 ⅲ.恵迪百年記念祭への取り組み ⅳ.協賛企業広告の件 

6月 25日（月） 恵迪百年記念祭協賛企業広告の取り組み 

7月 23日(月） 役員会 ⅰ.協賛企業広告の取り組み ⅱ.組織強化の取り組み 

8月 27日(月） 役員会 ⅰ.協賛企業広告の取り組み ⅱ.組織強化活動：地域恵迪会の

設立議論 

2008年恵迪同窓会西日本大会の検討（10月 3日（水）、11月 7日（水）、12月 10

日（月）、1月 23日（水）、２月18日（月）、３月14日（金）） 

ⅱ 行 事 

？月 11日（金） 雑誌「恵迪」発送作業 

９月 22日（土） 恵迪百年記念祭への出席（窪田、安藤、伊藤、入江） 

10月 26日（金） 恵迪寮歌ＣＤ販売ＰＲ活動 

1月 5日（土） 歌い始めの会 （恵迪寮同窓会西日本支部、北大関西同窓会、同エルム 

会、恵迪寮応援団の共催） 

ⅲ 組織活動 ・地域幹事の指名・・長崎、福岡、徳島、岡山、富山、滋賀、京都、愛知 

  

② 平成 20年度活動計画 

ⅰ 役員会 ４月 14日（月） 西日本大会の準備打ち合わせ 

５月以降８月まで  月 ２～３回 

ⅱ 行 事 ９月 27日（土） 恵迪寮同窓会西日本大会（京都） 

ⅲ 組織活動  地域恵迪会の設立強化 

ⅳ 課題と問題点 

西日本支部の地域的広がりにより地域相互のコミュニケーションが希薄になりが 

ちであり、会員勧誘と地域恵迪会への支援方法に工夫がいる。 

 

 



 

 

３．北海道支部 

 ① 平成 19年度活動報告 

 ＜前進面＞ 

  ⅰ 恵迪百年記念事業及び9/22恵迪百年記念祭を成功させることが出来、支部の組織的活 

動が活性化した。有力な支部幹事と大学院生を中心とした若手幹事候補を迎えることが出 

来た。 

  ⅱ 北海道支部関係の記念事業協賛金は、個人359名 4,005千円、企業33件 

1,450千円。合計 5,455千円となった。 

（参照）全体では、個人1,003名、協賛企業・団体46社、協賛金合計12,909千円 

記念祭参加者は延べ約400名である。記念祭「大寮歌祭」参加者は約300名で、 

収支は約30万円の黒字になった。 

  ⅲ 現恵迪寮との交流が強化された。5/12恵迪寮観桜会、9/22記念祭での現寮交流 

   会、10/31恵迪寮祭寮歌祭などに参加。 

  ⅳ 8/4 第１回恵迪夏まつり（ビール会）を開催し、新しい親睦の形を実現した。 

 ＜課題面＞ 

 ⅰ 各年次支部幹事の発掘 

 ⅱ 地区恵迪会「寮歌祭」が道南、オホーツク、根釧の３地区で開催できなかった。 

 ⅲ 支部ニュース秋・冬号が未発行 

 ⅳ 財政面では、年度会費及び運営支援金は大幅な減収となった。 

２．2008年度基本方針と計画 

＜基本方針＞ 

  ⅰ 恵迪百年記念事業と記念祭に表出した会員諸氏の恵迪寮への熱い想いを結節点と 

   し、北海道在住の会員の一層の親睦交流を深め、会員の増強を図る。 

  ⅱ 各地区恵迪会の自主性を尊重しつつ組織強化と連携を強める。 

   ⇒毎年の『寮歌歌始めの会』の日に「地区恵迪会幹事会」を開催し経験交流をする。 

  ⅲ 現恵迪寮の各種行事への積極的な参加・交流を深化させる。 

  ⅳ 会員の年会費及び運営支援金納入を促進することに加え、寮歌CD・ポストカー 

ド・オルゴールの百年記念グッズ販売を促進し、支部財政を強化する。 

  ⅴ 各種行事及び08年度予定の恵迪寮同窓名簿改訂を通して、S40年入寮以降の各 

   年次若手幹事を発掘する。 

  ⅵ 現在の6部会を４部会に統合し、部会の効率的な運営を構築する。新部会として、 

   ・ 組織部会（地区恵迪会、親睦交流、同窓名簿） 

   ・ 広報部会（支部ニュース、同窓会HP） 

   ・ 渉外部会（開識社、現寮交流、東・西日本支部、北大広報課） 

   ・ 会計部会（財政、予算・決算、グッズ販売） 

  ⅶ 同窓会HPリニューアルを最大限有効に活用する。 



  

② 平成 20年度活動計画 

 

   

 

日  時 行     事 幹事会・役員会 

上 旬 平成 20年度寮歌歌初めの会ご案内発送 11日（金）第1回常任幹事会 

  18 日（金）第1回幹事会 

26日（土）地区恵迪会幹事会 
1月 

26日（土）
平成20年度寮歌歌始めの会 

（氷雪の門） 26日（土）第6回支部総会 

2月    

3 月    

４月 26日（土） 恵迪寮同窓会本部定期理事会 20日（日）第2回常任幹事会 

  9 日（金）第2回幹事会 
５月 

6日（火） 恵迪寮「観桜会」＆現寮交流会  

会誌「恵迪」第8号発刊  
中 旬 

支部ニュース夏号  

14日（土） 第3回道南恵迪寮歌祭（ホテルテトラ）  
6 月 

21日（土） 第4回とかち恵迪寮歌祭  

5 日（土） 第5回道北恵迪寮歌祭  

6 日（日） 第26回親睦ゴルフ大会  

12日（土） 第3回苫小牧・日高恵迪寮歌祭 18日（金）第3回常任幹事会 

19日（土） 第2回釧路・根室恵迪寮歌祭  

7 月 

26日（土） 第2回恵迪夏まつり（札幌ビール・ライオン）  

8 月   8 日（金）第3回幹事会 

９月    

 第 3回オホーツク恵迪寮歌祭  
10月 

下 旬 第 100回記念恵迪寮祭  

1 日（土） 第7回？「開識社」時計台ホール  
11月 

  14 日（金）第4回常任幹事会 

  13 日（金）第4回幹事会 
1２月 

下 旬 支部ニュース冬号（寮歌歌始めの会ご案内）  

  9 日（金）第1回常任幹事会 

  16 日（金）第1回幹事会 

24日（土）地区恵迪会幹事会 
1月 

24日（土） 平成21年度寮歌歌始めの会 

（氷雪の門） 24日（土）第7回支部総会 



 

＜第 7号議案＞ 北大連合同窓会加盟について 

１．北大連合同窓会「設立の理念」（連合同窓会より抜粋） 

国立大学は平成16年4月の法人化により，大きな変革の時を迎えている。北海道大学は， 

明治 9年札幌農学校として最初のページを開いて以来，多くの先達が培ってきた「フロンテ 

ィア精神」,「全人教育」,「国際性の涵養」および「実学の重視」という教育研究理念のもと， 

激しい時代の変化にも的確に対応しながら日本の基幹総合大学として揺ぎない存在を保持し 

ている。 

   北海道大学が世界水準の知のリーダーとして発展していくためには，従来にもまして社会 

に向けての情報を発信し，教育研究活動への参加や支援を求める社会ニーズを適切に把握す 

ることが重要である。 

   このためには，大学構成員の努力はもちろんのことではあるが，同窓生からの物心両面に 

渡る協力と支援が不可欠であるので，大学と密接に連携した学部等同窓会や地区同窓会で組 

織する全学同窓会を設立することが必須である。 

また，大学と同窓生とが一体になる全学同窓会は，相互支援体制の要としても極めて重要 

であることはいうまでもない。 

 

２．北大連合同窓会加盟の意義 

 ① 「設立の理念」に協賛し、北海道大学を応援する。 

 ② 北海道大学との連携を強化し、相互支援の体制を作る。 

 ③ 恵迪寮同窓会が展開する活動において、北海道大学のソフトとハードを有効に活用する。 

 

３．北大連合同窓会からの加盟の訴え 


